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研究内容
私たちの研究室では、⾃⼰組織に対する免疫応答機構の⽣理的な
役割と、その破綻に起因する疾患の発症機構を明らかにすること
を⽬標にしています。またそれらの理解に基づいた新しい治療法
の開発を⽬指します。
特に⾃⼰免疫疾患と癌とを、⾃⼰組織に対する免疫応答機構の不
調という統⼀的な観点から捉え、解決に取り組んでいます。ヒト
での新規治療法開発に結びつけるため、モデルマウスを⽤いて疾
患の詳細な分⼦メカニズムを明らかにし、それをヒト由来検体で
検証するという統合的なアプローチを取っています。
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